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研究成果の概要：大阪層群（鮮新世）では現在の中国に同じまたは類縁の動植物が分布して

いる化石がこれまで多く見つかっているが、甲虫でも同様の例を発見できた。また北海道・

東北・関西において、最終氷期前後の露頭の調査を行い、現在では国内や調査地周辺に分

布しない種を発見することができた。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 700,000 0 700,000 

２００７年度 600,000 0 600,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度 0 0 0 

  年度 0 0 0 

総 計 1,800,000 150,000 1,950,000 

 
 
研究分野：昆虫分類学 
科研費の分科・細目：生物多様性・分類 
キーワード：昆虫、化石、最終氷期、ハンミョウモドキの一種、アカガネオサムシ、カタビロ

オサムシの一種、周北極 
 
１． 研究開始当初の背景 
現在の日本の動植物の起源や成り立ちにつ
いて知るためには、化石に基づき、その変遷
を知ることが重要である。しかし、昆虫類に
ついては、もっとも近い時代である鮮新世か
ら更新世でも不十分であった。 
 
２．研究の目的 
昆虫相の変遷を知るために、化石で比較的多
く見つかる甲虫類を用いて、調査を実施した。 
 
３．研究の方法 
すでに産出している化石標本を再調査する

とともに、実際に野外において調査を行い、
化石を見つけて同定を行う。標本については
大阪府（大阪層群）、野外調査については滋
賀県、青森県（館岡層）、北海道において実
施した。 
 
４．研究成果 
(1)鮮新世の大阪層群ではこれまで、中国に同
じまたは近縁種が現存する動植物が見つか
ってきている。今回の研究により、甲虫のカ
タビロオサムシの一種  Calosoma sp.が中
国大陸産のものと近いことがわかった。当時
の大阪と現在の中国の生物相の類似性を示
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す資料として貴重である。 
(2)滋賀県では最終氷期の泥炭層から、アカガ
ネオサムシ Carabus granulatus が産出し
た。本種は現在、東日本のみに分布する。当
時はさらに西へ分布を延ばしていたことが
示された。 
(3)北海道・幌延町の最終氷期泥炭層からは、
ハ ン ミ ョ ウ モ ド キ の 一 種  Elaphrus 
lapponicus が見つかった。本種は現在のオ
ホーツク海北岸など、北緯 50～70 度の周北
極地域に広く分布している。日本において現
在の国境を越えた分布変化が昆虫で見つか
ったのは、今回が初めてとなる。同時にゾウ
ムシ科、ゲンゴロウ科、ゴミムシ科などに属
する甲虫も産出しており、これらについて分
析を施すことにより、当時の環境・気候がさ
らに詳細に復元できるものと考えている。 
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